
-0.2 0 0.2 0.4 0.6 0.8
-15

-10

-5

0

Voltage [V]

C
u

rr
en

t 
D

en
si

ty
 [

m
A

/c
m

2
]

PTB7:PC71BM
1.0:0.5
1.0:1.0
1.0:1.5
1.0:2.0

Figure 1 J-V characteristics of PTB7:PC71BM 
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太陽電池特性、キャリア輸送特性の組成依存性 
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はじめに：高効率化の指針を得る一環として、本
研究では太陽電池の1ダイオード等価回路の電流
-電圧(J−V)特性を実験結果と一致させることによ
り[1]、ドナー性半導体とアクセプター性半導体の
異なる組成を有する有機薄膜太陽電池(OSC)の太
陽電池特性、キャリア輸送特性を調べた。ドナー
性半導体には高分子 Poly4,8-bis[(2-ethylhexyl)oxy] 

benzo[1,2-b:4,5-b’]dithiophene-2,6-diyl-lt-alt-3- 

fluoro-2-[(2-ethylhexyl)carbonyl]thieno[3,4-b] 

thiophene-4,6-diyl(PTB7)を、アクセプター性半導
体には[6,6]-phenyl C71 butyric acid methyl ester 

(PC71BM)を用いた OSC の作製を行い、素子の移
動度とキャリア寿命の積である µτ(= µh𝜏h +
µe𝜏e )積を導出した。また、インピーダンス分光
(IS)法を用いて作製した OSC のキャリア移動度
の評価を行った[2]。 

実験: 本研究では ITO/PEDOT:PSS/PTB7: 

PC71BM/Ca/Al 構造の OSC を作製し、ソーラー
シミュレータを用いて100 mW/cm

2
(AM 1.5)の疑

似太陽光照射下において J−V測定を行った。測
定で得られた J−V特性から等価回路定数を求め
た。IS測定は暗状態下にて Solartron 1260型イン
ピーダンスアナライザおよび 1296 型誘電率測
定インターフェイスを用いて行った。 

結果：Fig. 1に J-V特性を示す。PTB7:PC71BMの
組成比が 1.0:1.5のときに PCEが最大(6.8 %)とな
った[3][4]。Fig. 2にこれらの素子の J-V特性から等
価回路解析によって求めた µτ積と IS 法によって求めた正孔移動度(µh)と電子移動度(µe)を
示す。µτ積、µhおよびµeはともに組成比が 1.0:1.5のときに最大値 1.9×10

-8
 cm

2
/V、5.4×10

-5
 

cm
2
/Vs、1.3×10

-5
 cm

2
/Vsとなり、µτ積の向上は移動度の向上によるものであることがわか

った。以上の結果より、PTB7:PC71BM OSCの最適組成では正孔および電子移動度が最大と
なることがわかり、OSC特性における移動度の重要性を示すことができた。 
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Figure 2 Compositional dependence 

of µτ product and mobilities 
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